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肥料の主成分とはなにか

肥料とは植物の栄養になる成分を供給する

資材である 。(厳密には土壌の化学性を変え

る資材も含むがここでは簡略に議論する。)

栄養となる成分がすべて肥料の主成分(有

効成分)かというと必ずしもそうではなく，

政令で定めた成分のみをいうことになってい

る。そのため微量要素はマンガン，ホウ素を

除いて主成分として扱わな~'10 硫黄は三要素

に次いで重要な栄養元素であり，植物の吸収

量も窒素の1/5-1/10と多いがこれも主成分

に含めていな~'1。世界的にみると硫黄の欠乏

地帯は多く，学者によっては窒素の次に重要

という人もいるが 日本ではほとんど無視さ

れてきた。窒素肥料として尿素ばかりを使っ

ているといずれ硫黄欠乏が無視できなくなる

と考えている。

カルシウムも本来は栄養成分であるが，現

越野正義

在は酸度矯正のためのアルカリ分としてしか

評価していない。そのため葉面散布用の塩化

カルシウムなどは特殊肥料であり成分の保証

がされな~'10 

主成分では元素としての絶対量ではなく，

その形態が問題である。リン酸，カリウムな

どではある溶媒に一定条件で溶出した可溶性

成分で定義する。ただしこのような可溶性は

必ずしも絶対的なものではな~'10 アメリカの

AOAC法では中性クエン酸アンモニウム溶液

で浸出したリン酸を有効態リンと称している

が，この時に浸出した残さの吸収試験を行な

うと案外有効だったという実験がTVAで行な

われたことがある。

有効態というのは概念であるが，実際に測

定するのは約束ごとの可溶態であり，国によ

って有効態の内容が違っているのである。

(財 日本肥糧検定協会参与)


